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1 　はじめに
2012年（平成24） 9 月11日（火）から13日（木）の 3 日
間，生田校舎において日本心理学会第76回大会が開催されま
した。
日本心理学会は1927年に創立された我が国でも最も歴史と
伝統のある学会です。2012年 3 月末の会員数はおよそ7，500
名で，領域横断的で総合的な学会としては我が国最大の学会
です。心理系学会が50学会にもなろうとしている現在におい
て，日本心理学会はいわば学会中の学会の地位にあると言え
ます。そのような歴史と伝統ある日心大会を本学でお引き受
けしたことはまことに名誉あることですが，一方，その責任
はきわめて重く，心理学科のすべての先生方にとって，準備
作業が始まって以来の 2 年間は文字通り神経をすり減らすよ
うな日々であったと思います。大会当日に会場を中心に先生
たちと共に大会を作り上げて下さった学生諸君，院生諸君そ
れから OB・OG の皆さま方のご苦労は言葉では言い尽くせ
ないものであったと思います。まさにオール専修大学心理学
科の総力を結集した結果，大会は見事大成功の裡に終了いた
しました。皆さま方，本当にご苦労様でした。ありがとうご
ざいました。
この原稿を書いているのは大会が終って 1 カ月ほどの時期
で，会計処理や様々な整理はまだ完全には終結していませ
ん。したがって各種の数値データなども確定的なものが出揃
っているとは言えませんが，大きな成功を収めた第76回大会
のまだ余韻の熱いこの時期に，将来に向けていくらかでも参
考となる史料になれば，あるいは未来の心理学科の人々への
申し送りとなればとの気持ちで書き綴らせていただきます。
1．1　大会の基本データ
大会は生田校舎の 9 号館と10号館をメイン会場に行われま
した。幸いに天候に恵まれ会期中は連日晴天ではありました
が，残暑が厳しく毎日最高気温は30度を超えていました。
大会に関わる基本的なデータのあらましを表 1 に紹介して
おきます。
2 　お引き受けした経緯
第76回大会開催の打診を受けてから，準備委員会の組織化
に至るまでの経緯を時系列順にまとめておきます。
2．1　打診から受諾まで
2008年 9 月20日の午後，日本心理学会大会第72回大会が開
催されていた北海道大学の大会会場の一角において，日本心
理学会常務理事（当時）繁桝算夫先生から直接呼び止めら
れ，専修大学で日心大会を引き受けてくれないか，との打診
を受けました。まったく青天の霹靂ではありましたが，反
面，お声かけを頂戴したこと自体はありがたく名誉なことで
した。繁桝先生が東條正城先生（2001年本学在職中にご逝
去）と学生時代からご親友の仲でいらしたことを考えると，
無下にお断りすることはとてもできないことではありました
が，折悪しくちょうどその時期，本学では文学部改組，新学
部設置の動きが急でしたのでとても大会の準備には手が回ら
ないことなどを理由にお断りのお返事をさせていただきまし
た。
その後，しばらくは日心大会に関わる特段の動きはありま
せんでしたが，2010年 7 月24日，新幹線で東京に向けて移動
中に突然，日本心理学会理事長（当時）繁桝先生からのメー
ルを受信しました。専修大学で次々年度の日心大会を開催し
て欲しい，緊急に検討し折り返し返事が欲しいとの内容でし
た。かなり切迫した文面でしたので，車中から，重大な事案
のため学科としての検討が必要であること，山上の一存では
即答はできない旨を記した上で，回答の期限をお伺いする返
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表 1 　日本心理学会第76回大会の基本データ
項目 データ 備考
参加者数 約3，400名 延べ参加者数は 3 日間で推定10，000名程度
招待講演 5 件 Geoff MacDonald，Alvaro Pascual-Leone，Ralph Adophs，
北山修，Giacomo Rizzolatti
国際賞講演 6 件
シンポジウム 15件 韓国心理学会合同企画，認定心理士会企画フォーラムを含む
一般研究発表 1，242件
小講演 41件
ワークショップ 139件 日本心理学会企画ワークショップを含む
100
事をお返しました。ほとんど間髪を置かずに繁桝先生から返
信が届き「来週いっぱい（ 8 月 6 日）」との回答でした。
以上の状況をただちに下斗米学科長に連絡し，学科会議で
議題として取り上げていただくことになり， 8 月 5 日に開か
れた平成22年度第10回学科会議の第 4 議題としてこの件が論
議されました。山上による経過説明の後，先生方お一人ずつ
から意見表明がなされるなど真剣な議論の結果，最終的には
全員一致の賛成を得て日心大会をお引き受けすることが決定
しました。
ところで本学における学会開催の学内規定によれば，原則
として翌年度の開催を前年度中に決めるというルールになっ
ています。次々年度の学会開催を予約することは規定に定め
がありません。人文社会学系の学会は一般に小規模なものが
多く，理工系や心理・教育系では珍しくない参加者が1，000
人を超えるような大規模学会は本学規定の想定せざるところ
だったのだと思われます。そのため，次々年度大会を心理学
科としてはお引き受けする意思決定をしたとしても，公式に
繁桝先生に受諾のお返事をすることができません。
しかし，学会開催に関わる学内の担当事務部署から，学長
の特別の裁定があれば例外的に次々年度の学会大会も可能で
あるとの情報を得ましたので，繁桝先生へは，学長裁定が降
りることを条件にお引き受け致したいとの回答をしました。
繁桝先生からは，学科としての内々諾があれば学長回答まで
待つが，できれば大阪大学大会の常務理事会日までに回答が
欲しいとのお返事がありました。さらに必要とあらば，日本
心理学会理事長として日高学長にご挨拶とお願いに伺っても
良いというありがたいお言葉も頂戴しました。このお返事を
受け，宇都榮子人間科学部長や担当事務部署などと調整し，
学長裁定を得るべく書面を整え準備を進めました。しかし既
に大学は夏休みに入っていたために，学長裁定を得るために
必要な会議はもっとも早期でも 9 月21日になってしまうとい
う回答が担当事務部署からありました。
9 月21日は，大阪大学豊中キャンパスにおいて開催された
第74回大会（2010年 9 月20日から22日まで）の期間中にあた
り，まさにその当日の午後に常務理事会が開催されることに
なっているようでした。もし学長裁定を頂く会議が午後な
ら，繁桝先生の「締め切り」に間に合わないところでした
が，幸いにも午前10時30分から開催されることになりまし
た。文字通りぎりぎりの綱渡り的進行となりました。
さて当日の午前，学長裁定の結果連絡が予定時刻を過ぎて
もなかなか入って来ずやきもきしましたが，ちょうど豊中駅
から大会会場である阪大キャンパスに入ったところで，宇都
学部長と連絡がつき，学長の承諾を得られたことを知りまし
た。そのまま歩きながら，直ちに繁桝先生の携帯にお電話を
入れ，公式に第76回大会をお引き受けることができるように
なった旨，ご報告申し上げました。繁桝先生にはことの外お
喜びいただき，またご丁寧なお礼の言葉を頂戴しました。こ
の時にも，東條先生のお導きがあったとおっしゃっていまし
た。同日夜，大会懇親会において専修大学が2012年度大会の
開催校となった件が披露されました。その瞬間，まことに身
の引き締まる思いがしたことを昨日のことのように覚えてい
ます。
2．2　準備委員会の立ち上げ
2010年 9 月28日に開かれた平成22年度第11回心理学科会議
において，山上が準備委員長を勤めること，副委員長に乾吉
佑先生，下斗米淳先生，事務局長に石金浩史先生をお願いす
ることが承認されました。これを受けて，委員長，副委員長
および事務局長の三者，いわゆる三役会議において大会準備
委員会の組織作成作業を開始しました。
2010年10月26日，石金事務局長を議長として第 1 回準備委
員会事務局会議が開催されました。この会議において，三役
会議によって作成された大会準備委員会の組織構成案，大会
日程候補日および準備委員会開催のために2011年度から専任
教員の木曜日 3 限目に授業を置かず，会議日として確保する
ことなどが決まりました。なお大会準備委員会の組織構成は
表 2 の通りとなりました。
この日が大会のための具体的な準備が始まった記念すべき
日になります。これ以降，2012年 9 月 4 日の最終事務局会議
まで 2 年間に26回もの会議が開催されました。総会的な位置
づけの事務局会議の他に，三役会議，各部署ごとの打ち合わ
せがなされた回数は文字通り数えきれない天文学的な数に及
びます。
3 　大会準備委員会の構成
3．1　準備委員会＝総力戦体制
準備委員会は，心理学科の専任教員14名全員が表 2 のよう
にいくつかの役職を分担担当するという総力戦体制を取りま
した。吉田先生は2012年度，国内留学年度中であるにも関わ
らず，他の教員と同じように準備委員会の会議への出席，直
前の準備作業，当日の業務などをこなしていただきました。
また中沢先生は2010年度は国内留学中でしたが，復帰後の
2011年 4 月からは財務担当委員長の重責を担われました。
3．2　事務局事務員の構成
第76回大会の成功の多くは，事務局事務員として勤務して
いただいたお三方，すなわち伊藤博子さん，岩田君子さん，
そして武内真弓さんのすばらしい働きぶりに負うところが大
きく，お三方にいらしていただけることになった段階で，成
功は半ば手中に入ったと言って良いと思います。ここではお
三方にお願いした経緯などを述べておきます。
3．2．1　伊藤博子さんへの委嘱
2011年の年明け早々に実習助手小川さや夏さんから突然の
退職申し出がありました。退職理由はご懐妊なので大変にお
めでたいことではありましたが，小川さんの業務内容を同僚
の実習助手波田野由美さんが充分に把握していなかったこと
もあって，下斗米学科長はじめ多くの先生方が研究室業務の
継続性崩壊の不安を抱いていました。そこで小川さんの先任
者である伊藤博子さんに週 1 回程度のご出勤をお願いできな
いだろうか，そうすれば準備委員会事務局の基礎作り，下準
備の業務の合間に波田野さんおよび後任の榎本玲子さんへの
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学科の引き継ぎ業務がスムーズに進むのではないかと思われ
ました。
連絡担当者となった私が伊藤さんに初めてお願いのメール
を発信したのは2011年 3 月 5 日でした。若干のメールやりと
りの後，伊藤さんから学科の緊急事態であることを鑑み快く
お引受けするというお返事を頂き，これでなんとか学科事務
体制の崩壊が回避できると本当に安堵しました。ところが第
1 回目の出勤予定日である 3 月16日を目前にした 3 月11日午
後，思いもかけない大地震が勃発しました。震災後もしばら
くは電気や交通が不安定な状況だったので，伊藤さんの初出
勤は 4 月 6 日に変更されました。
3．2．2　岩田君子さん，武内真弓さんへの委嘱
伊藤さんに勤務していただく水曜日を除いた残り週 4 日間
について，事務局事務員をどなたにお願いするか様々な議論
がありました。当初，人材派遣会社からの雇用や本学の大学
院修了者，学部卒業生などから選考する，あるいは知人のご
子女にお願いするなど種々のアイデアがありました。しかし
いずれも仕事の複雑さやチームワーク維持の難しさなどの点
から，大学や学会大会の業務に詳しい大学勤務経験者に絞る
ことになりました。その際，私がまず最初に思いついたのが
日本女子大の鳥居登志子先生でした。大学の所在地も近く，
また何よりも鳥居先生のご紹介くださる方ならば，なんの心
配もなくご信頼申し上げることができると思い，先生におす
がりすることにしました。
準備委員会三役の先生方に，鳥居先生とこの件で接触をは
じめることの連絡をしたのは，2011年 3 月 8 日でした。鳥居
先生からまずは岩田君子さんをご紹介いただきましたが，や
はり 3 月11日の大震災の影響で色々なスケジュール変更があ
り，岩田さんは 3 月24日に面接にいらした後， 5 月12日から
週 1 回の勤務をしていただくことになりました。その後10月
4 日から，やはり鳥居先生からご紹介いただいた武内真弓さ
んが週 1 回の勤務開始となりました。岩田さん，武内さんの
ご勤務が週 2 日となったのは2012年 4 月16日の週からになり
ます。
この節の冒頭で申し上げた通り，第76回大会の成功は事務
局事務員のお三方のお陰があってこそです。すばらしいお二
人をご紹介いただいた鳥居先生，そして伊藤さんにはリタイ
ア後の伊藤さんご自身のみならずご家族の生活スタイルにも
大きな変化をもたらすお仕事をお願いしご協力を頂きまし
た。皆さま方には感謝の言葉もないほどの恩義を感じていま
す。大きな事業を成し遂げるためには，結局は人の力，それ
も構成員のみの団結と献身的努力だけではなく人と人とのつ
ながりを通して与えられる多くの方々からのサポートがどれ
ほど重要かを身にしみて痛感しています。
3．3　大会組織図
大会当日の組織図は図 1 に示しました。概ね大会準備委員
会の組織構成に基づき，当日固有の種々の業務に合わせて組
織化されました。図中には表示してありませんが，この他に
危機管理担当を置きました。乾先生，村松先生を中心とし
て，大会長，事務局長が突発的な事柄が発生した場合に即応
的に対応できるようにしてありました。危機管理体制の構築
については大矢根淳人間科学部教授，上田和勇商学部教授か
ら貴重なノウハウについてご教示を頂戴しました。また聴覚
障害者のための情報共有を専門的に取り組むための組織が長
田先生をチーフとし，OB の勝又一彦さんをアドバイザーと
して構成されました。このチームによる情報共有の対応は，
そのきめ細かさと親切な対応について，大会後，聴覚障害者
の会員から謝意を頂戴しました。
表 2 　日本心理学会第76回大会準備委員会組織図
役職 担当者
準備委員長 山上精次
副委員長 乾吉佑，下斗米淳
事務局長 石金浩史
委員長 副委員長
財務 中沢仁 岡田謙介
会場・人事 澤幸祐 藤岡新治
懇親会・特別招待講演 大久保街亜 下斗米淳　乾吉佑
学内渉外 山上精次 石金浩史
プログラム（全教員） 岡田謙介 岡村陽子
記録（大会当日） 岡田謙介 村松励
クレーム処理 石金浩史 山上精次
受付（大会当日） 藤岡新治 高田夏子
クローク（大会当日） 村松励
協賛・展示 乾吉佑 長田洋和
デザイン 高田夏子 吉田弘道
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3．4　アルバイト・ボランティア組織
各部署で働いた学生，院生の人数は表 3 の通りです。これ
らの一人ひとりの力が大会の成功に不可欠であったと思いま
す。大会の期間中に参加者による多数のツイットで，スタッ
フの学生諸君の心温まるホスピタリティが絶賛されていまし
た。日頃から心理学科の学生諸君の人柄をよく知る私として
は，さもありなんと思うと同時に心底誇らしく思いました。
第76回大会では，人数的に本学の学生，院生だけでは必要
な人手を確保できないことがかなり早期から分かっていまし
たので，現役の学生，院生の他に，学部卒業生，大学院修了
生の方々を対象にメールなどでボランティアを募りました。
表 3 には記入してありませんが，大会前日の 9 月10日（設営
および説明会）から最終日13日までの 4 日間で，延べ60名も
の OB・OG の方々がご協力くださいました。ボランティア
の方々にはアルバイト謝礼金や交通費はお支払いせず，スタ
ッフ T シャツとお昼のお弁当および懇親会へのご招待のみ
のお礼で働いていただきました。遠く北海道や関西地方から
ホテルに宿泊されながら， 4 日間フルにお仕事をしていただ
いた方もいらっしゃいます。損得感情を度外視し，純粋に母
校を想う皆さま方の熱いお気持ちに胸がいっぱいになる思い
でした。私たちと一緒に日心大会を作り上げていただいたボ
ランティアの方々のお名前をここに記して，私たちの感謝の
気持ちを末永くとどめておきたいと思います。
黒川誠子さん，松井健太さん，光永悠彦さん，勝又一彦さ
ん，鶴岡大輔さん，肥後麗那さん，丹野宏昭さん，鈴木直子
さん，カーン美穂さん，長大介さん，鈴木江津子さん，今田
泰生さん，辻まりやさん，金子玲子さん，東泉典夫さん，清
水岳彦さん，久一智樹さん，高橋伸彰さん，小林英子さん，
松倉隆さん，縄井一美さん，副島紋子さん，松嶋祐子さん，
高田詩織さん，大和田智文さん，小林奈津美さん，名口景子
図 1 　大会当日の組織図
クローク
受付 招待講演・国際賞講演
Poster
小講演・認定心
理士企画
講演遊軍
懇親会
WS
シンポジウム
会場案内・休憩室
HQ
案内
展示
山上・石金 藤岡・高田・中沢 大久保
岡田
下斗米
大久保
澤 下斗米
岡村
大久保 長田・吉田
長田
村松
乾
表 3 　大会当日の教員・院生・学部生の配置
部門 担当教員 院生 3 年次以上 2 年次 合計（日大）
受付 藤岡・高田 6 28 6 40（2）
会計・資材管理 中沢 4 3 2 9（0）
休憩室・託児室 吉田 3 5 4 12（0）
クローク 村松 2 4 12 18（10）
小講演 鈴木 3 6 2 11（2）
招待講演・国際賞講演 大久保 3 5 2 10（2）
シンポジウム 下斗米 5 6 0 11（2）
展示 乾 3 2 0 5（0）
ポスター会場 岡田 3 3 4 10（3）
誘導 長田 6 16 9 31（0）
ワークショップ 岡村 3 17 4 24（2）
遊軍 澤 5 8 1 14（0）
合計 46 103 46 195（23）
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さん，ありがとうございました。
ところで表 3 にある通り，第76大会では専修大学の学生，
院生だけでは手薄になるところを，日本大学心理学科の学生
さんや院生の皆さま方が延べ60名以上も援軍として加わって
いただきました。前年度の第75回大会を主催された経験のあ
る日本大学からの援軍の存在は大変に心強い限りでした。日
本大学大会事務局長でいらした山田寛先生からはこの件につ
いてもほんとうに熱いご支援を頂戴致しました。私たちは日
本大学心理学科の皆さま方のご恩を決して忘れてはならない
と思います。
ボランティアについては，本学 OB・OG の方々の他にも
特筆して銘すべきことがあります。それは2008年に本学をご
退職され現在上智大学心理学科で活躍されている岡田隆先生
が前日と 3 日間の会期中を通して，スタッフ同様もしくはそ
れ以上のお仕事をなさってくださったことです。先生は会期
中， 9 号館エントランスの受付前に終日お立ちくださって，
参加者への案内をなさってくださいました。そのお姿は私に
とって終生忘れ得ない鮮烈な映像として強くまぶたに焼き付
いています。本当にありがとうございました。
4 　大会当日
図 2 は大会中日にあたる 9 月12日の準備委員会工程表で
す。このような工程表を大会前日の設営作業から最終日まで
の 4 日間分を用意し，すべての部署に属するすべてのメンバ
ーが現在会場で何が起こっているかの全体像を把握できるよ
うにしました。またそれによって，大きな組織のすべての部
署が同期して業務に当たれることを可能にしました。
このように非常に綿密に計画された 3 日間ではありました
が，それでも想定外の出来事がいくつか発生しました。第
5．4節にも書きました通り，初日の午前 9 時前後の向ヶ丘遊
園駅前および同日の全セッション終了後の 9 号館前のシャト
ルバス乗り場のバス待ち行列の伸延は，参加者数を計算して
便数を用意してはいましたものの，想像をはるかに超えるも
のでした。幸いにして小田急バス関係者の見事なさばきによ
って，いずれも30分以内で混雑は解消されました。また一会
員が講演会場における不適切な言動を理由に，佐藤隆夫日本
心理学会理事長によって大会会場からの退去が命じられたと
いうこともありました。その他，受付において，冊子体の予
稿集が前日までに自宅に届かなかった，こんなけしからん大
会は無いと係りの女子学生に食って掛かった会員も何名かあ
ったようです。この点は，たしかに最終的には準備委員会の
責任ではありますが，係りの女子学生を怒鳴りつけるのはい
かがかと思われました。また別の会員が冊子版予稿集と
CDROM 版予稿集が全く同じ内容なので，冊子版にはすで
に書き込みをしているが，冊子版予稿集分の3，000円を返金
すべきであるというクレームで係りの学生を困らせるという
ケースもありました。
多くの参加会員の皆さま方にとっては想定外のことだった
でしょうが，秋篠宮紀子妃殿下の大会ご参加は準備委員会三
役にとっては 2 年越しの極秘オペレーションでした。紀子妃
殿下には12日夕方のシンポジウム「健康行動促進をめざした
リスク認知とヘルスコミュニケーション」においてご自身の
研究を発表され，同日夕刻の懇親会にもご参加いただきまし
た。一会員としてご参加されたいというご意向を受けて，準
備委員会としてはできるだけのことは致しましたが警備の都
合上などの様々な制約で自由に会場を移動されたり，あるい
はポスター会場などでディスカッションにご参加いただくこ
となどはできませんでした。今後とも妃殿下のご研究のご発
展に応じて大会に参加される頻度が増してくれば，徐々に自
然なご参加が実現するものと思われます。
5 　第76回大会の新しい試み
第76回大会では，日本心理学会大会史上で初めてとなる
種々の試みを実施しました。ここではその主なものについて
述べます。
5．1　発表・予約参加登録などの日程
従来，日本心理学会大会では，発表・予約参加申込みの締
め切りは 2 月中下旬とすることが一般的でしたが，今大会で
はそれを 5 月初旬まで 2 カ月以上も遅めに設定しました。ま
た予稿集原稿の締め切りも従来大会では 4 月初旬であること
が多かったところを発表申込と同時期，すなわち 5 月初旬に
しました。要するに 1 号通信， 2 号通信を 1 号通信に統合し
て，発表・予約参加登録と予稿集原稿投稿の締め切りを同期
させたわけです。このことによって発表者はより直近のデー
タを予稿集に投稿できるようになり，大会の研究意義を高め
ることができました。また 4 月に大学院に進学した新入院生
にとっては，発表申込までに 1 カ月の猶予ができたので，卒
業論文を発表するチャンスが拡大しました。それだけでな
く，それらの院生はかつては大会の前年度中に学会会員とな
ることが必要だったために， 2 年分の年会費を納入すること
が求められていましたが， 5 月参加登録を可能としたこと
で，当年度分の年会費 1 年分のみの納入でよくなりました。
また日心大会では長く，冊子体の予稿集いわゆる「電話
帳」を全参加者に配布することを伝統としてきました。今大
会では，それを初めて希望者のみに配布することにしまし
た。当初，準備委員会内部では，紙媒体の予稿集は全廃し
て，経費の節減と紙資源の保護を図りたいと思っておりまし
たが，日本心理学会の大会規定に「論文集を刊行すること」
の条項がありましたし，日本心理学会事務局からも継続して
刊行して欲しいとの明確な意思表明がありましたので，希望
者のみの配布形式となりました。もしも紙媒体の予稿集を全
廃できたならば，経費は全体で1，000万円近くの節減となり，
大会参加費は一人あたり約3，000円の値下げが可能となると
思います。他の学問分野における大規模な学会大会の動向を
見ますと，日本心理学会でも近い将来，冊子体の予稿集は廃
止され，伝説上のものとして語られる日が来ると思っていま
す。
5．2　財務・予算
従来，日心大会では予約参加費および発表費等の経費支払
い方法は郵便振込のみでした。今大会では，日心大会として
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は初めてクレジットカード支払い，コンビニでの支払いがで
きるようにしました。これは従来参加者が負担していた振込
手数料を大会準備委員会が負担することになり，利便性のみ
ならず，経済的にも参加者に有利な方法でした。しかし，ご
く少数ではありますが，主に警察関係，防衛省関係からクレ
ジットカード利用，コンビニでの支払いはできないとのクレ
ームがありました。それらの会員には電話でのクレーム対
応，例外的に銀行振り込みによる支払いをしていただくなど
の対応が必要となりました。これに限らず，人件費コストや
事務費コストを押し上げる要因の最たるものは「例外処理」
だと思います。例外的取り扱いを求めた参加者にかかるコス
トをシステム内できちんと応答をしてくださる参加者が負担
しているという実態は公平とは言えないでしょう。今後，何
らかの対応が必要であると思います。
今大会では，収入源を拡大するために，いろいろな方法を
試行的に採用しました。最大のものはワークショップの非会
員登壇者から参加費を徴収したことです。昨年度までは，参
加費も発表費も支払わず，発表したという業績だけは残ると
いういわばただ乗りであった非会員に当然の負担をお願いし
たことになります。このことによって，会員からすればきわ
めて不公平な特別扱いが改善されたことになると同時に，結
果として準備委員会には相当額の収入がもたらされることに
なりました。
支出を合理的なものとするためにも様々な改革を行いまし
た。この点で特筆すべきことは，今大会では大会業務をいく
つかの基本的な構造単位に分割し，その単位業務ごとに専門
業者に相見積もりを求め，詳細な比較検討の結果，業者を選
定したことにあります。大会の全業務を一括して単一の委託
業者に委託する方式も，それなりの経済的優位性や利便性は
ありますが，そのためには発注者たる準備委員会が大会業務
の細部にわたって十分な知識を有していることが前提となり
ます。それなしのいわゆる「一括委託」には危険性が伴いま
す。また巨額の業務委託を相見積もりなく随意的に行うと，
日本心理学会本体に対して「背任」的な行為となり得る恐れ
もあります。過去の大会の記録を見ると，契約書すら交わさ
れていないケースも散見されましたが，本大会では経理の透
明性を追求することに意を用いることにしました。その他，
収入確保のために大会ホームページに広告バナーを初めて掲
載しましたし，目に見えないこまかいところでも，昨今話題
になっているギリシャやスペイン政府並みの緊縮策をとりま
した。
以上のような工夫によって，概算で従来の 8 割程度の予算
額で従来以上のクオリティの会場設営や運営が可能になった
と思います。
5．3　電子化
今大会の改革のキーワードは何と言っても電子化にあると
言ってよいでしょう。 2 年前から，大会プログラムを電子化
し，大会会場の地図，会場案内なども携帯端末から行えるよ
うにすることを企画していました。この企画は，委託業者
（株式会社マイス・ワン）の持つノウハウと優れた技術力に
よって当初想定していたよりもはるかに高い水準で実現しま
した。特に同社の My スケジュール，My 予稿集は多くの参
加者からきわめて高い評価を得ました。日本心理学会本部と
しても，この機能を次年度以降の大会でも継続して使えるよ
うにすることを方針化したようです。今大会が日心大会の電
子化及びその結果として参加者の研究活動のパフォーマンス
を高める先駆けとなり得たことは誇らしくまた大変に喜ばし
いことと思っています。
なお大会当日は本学情報科学センターのご好意により，会
場全域で無線 LAN を開放しました。授業期間中とは別のア
クセスポイント名とパスワードを用意し，しかも一旦ログイ
ンすると，次回からはパスワードを再入力しなくて良くなる
ような便宜をはかっていただきました。さらに 9 号館 2 階会
議室前のロビー領域にはアクセスポイントが無かったので，
臨時に 4 台の無線 LAN アダプタを配置したりする作業もセ
ンターの係の方が中心で行なっていただきました。
以上の他にも種々の電子化の試みを行いました。たとえば
日心大会としては初めてツイッターによる広報を行いまし
た。第76回大会公式アカウントのフォロアー数は最終的には
約500ユーザーにも及び，大会当日にも参加者から多くのツ
イットがありました。それらをすべて集積したツイッターロ
グを印刷し，簡易製本したものをお世話になった関係各所に
配布することで，大会に尽力されたいろいろな方面の方々と
成功の喜びを共有することができました。
5．4　その他
その他に，色々なスタッフの先生方からの提案で，大会参
加を実り多いものにするために，また快適な研究活動が可能
となるためにさまざまな工夫を試行しました。
まずは向ヶ丘遊園駅から会場（ 9 号館）前ロータリまでの
間の足の確保策として，参加者専用の無料シャトルバスを運
行しました。朝夕の混雑時にやや長いバス待ち行列ができま
したが，それでも30分以内には行列は解消しました。小田急
バスの関係の皆さま方の迅速かつ適切なご対応のお陰による
ものと思います。全般的にこのシャトルバス運行は参加者か
らとても良い評価を頂戴しました。日心大会会場と最寄り駅
をシャトルバスで結んだのは，近年では広島大学大会以来か
と思います。
次に遠来からの参加者の利便性を高める工夫として，向ヶ
丘遊園駅前にあるアトラスタワー向ヶ丘遊園の 2 階にある専
修大学サテライトキャンパスに「駅前クローク」を開設しま
した。大きな荷物を持ってシャトルバスに乗車されるご苦労
を軽減しようという目的でしたが，これも本学サテライトキ
ャンパスの立地の良さもあって参加者の皆さま方にはとても
お喜びいただきました。
その他，懇親会に若い研究者ができるだけ多く参加できる
ようにと，大学院生の参加費を割引いて破格の低価格にしま
したが，残念ながらこの企画意図は若い参加者の方々には伝
わらなかったようです。また小田急観光様と連携して，会期
中にスパウスバスツアーを企画しました。山梨ワイナリーや
スカイツリーあるいはドラエモン博物館など時宜にあった魅
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力的な企画があったのですが，これも心理学系学会では前例
がなかったこともあって，結局すべてのツアーが不成立に終
わってしまいました。
ポスター会場前のロビーでは iPAD の貸し出しも行いまし
た。しかしこれも当初予定の 1 日20台を達成することはでき
ませんでした。電子化されたプログラムや予稿集の素晴らし
さを一人でも多くの参加者に体験して欲しいと思っての企画
でしたが，いわゆる今年に入ってからのスマホブームでわず
か期間で，多くの参加者がすでになんらかのスマートフォン
やノートパソコンを持参されていたのだろうと思います。
このように企画意図が参加者に十分に伝わらず残念な結果
となった企画があるにはありましたが，全体としては参加者
の利便性を高め生産性を高めるる目論見はかなりよく実現で
きたのではないかと思います。
6 　むすび
第75回日本大学大会の準備委員長厳島行雄先生が懇親会に
おけるご挨拶で感きわまって「泣きそうだ」というお言葉を
お使いになりました。第75回大会は大震災からわずか半年し
か経っていない時期の開催という特別の事情がおありでした
ので，第76回大会とは比較にならないご苦労がおありになっ
たと推察いたしますが，それでも今大会の会期最終日午後 6
時30分からの全員集会では，10301教室に集まった皆さま方
を前にして万感胸に迫り，厳島先生と同じ気持ちで声が詰ま
りそうになりました。
振り返ってみるとこの 2 年間は全スタッフにとって言葉に
尽くせないほどの緊張とストレスの連続でした。解決すべき
事項が次から次へと押し寄せてきて，準備委員会内でぎりぎ
りのところまで緊張が高まったこともありました。しかしス
タッフの皆さま方全員がそれぞれによく耐え辛抱され，幾度
もの危機を乗り越えてきました。また学内の関連事務部署の
皆さま方にも色々とご苦労をおかけしました。ごく一部には
専修大学にとって前例の無い大規模学会に面喰って，私たち
準備委員会の行動の意味を把握していただけなかった方もい
ましたが，圧倒的に大多数の事務職員の方々が各部署，各事
務系列において大いに想像力と創造力を働かせて，何として
も成功させましょう，全国からいらっしゃる先生方に専修大
学の良さを見てもらいましょうという立場，自ら前例を作る
との意気ごみで仕事の枠を超えたご協力をしていただきまし
た。
日本心理学会第76回大会に関わったすべての皆さま方，皆
さま方の誰か一人が欠けてもこの大成功は無かったと思いま
す。お疲れ様でした。ありがとうございました。
 （文責　大会会長　山上精次）
